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米の全量全袋検査における詳細検査の結果について

平成２５年１１月１８日

福島県農林水産部水田畑作課

米の全量全袋検査では、ベルトコンベア式検査機器等によるスクリーニング検査におい

てスクリーニングレベルを超過した場合は、ゲルマニウム半導体検出器による詳細検査を

実施することとしています。

今回、下記のとおり詳細検査を実施しましたので、お知らせいたします。

記

１ 検査対象

南相馬市旧石神村の生産者（１戸）が生産した玄米

２ 検査結果

検査区分 検査実施数 検査結果

スクリーニング検査 ６０袋※1 スクリーニングレベル超 １３袋

スクリーニングレベル以下 ４７袋

ゲルマニウム半導体 １３検体 放射性セシウム濃度：５０～７９Bq/kg※2

検出器での詳細検査 品種：ひとめぼれ

※１ １１月７日～８日に実施した当該農家１戸の検査実施数。

※２ １３検体のうち１検体は、他の検体と比べ放射性セシウム濃度が高く、ふるい下米であった

ことから、異物の付着が疑われたため、洗浄した米で検査を実施。

（洗浄前の放射性セシウム濃度：１３０Bq/kg、洗浄後：５７Bq/kg）

３ 対応

洗浄前の米が基準値を超えた米袋（１袋）は廃棄する予定であり、一般には流通しな

い。
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